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歯車、タイヤなどの肉盛溶接。スラグのかぶりやはく

離性がよく、ビード外観がきれいです。機械加工は、

ハイス系バイトで容易にでき、機械加工後焼入れが可

能です。
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シャフト、クレーンホイール、カップリングなどの肉

盛溶接。溶接性と機械加工性に優れ、加工後焼入れが

可能です。低水素系の溶接棒ですから下盛用としても

使えます。
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キー、クラッチラグなどの肉盛溶接。スラグのはく離

性がよく、ビード外観がきれいです。機械加工はハイ

ス系バイトででき、加工後焼入れが可能です。
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ブルドーザの上部ローラ、スプロケットなどの肉盛溶

接。金属間摩耗、中衝撃摩耗に良好な性能を示します。

機械加工ができ、加工後焼入れが可能です。
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ブルドーザのアイドラ、ローラ、トラックリンクなど

の肉盛溶接。重荷重金属間摩耗、軽衝撃摩耗に適しま

す。焼もどし軟化抵抗が大きく、安定した硬さが得ら

れます。機械加工はやや困難です。
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ブルドーザのアイドラ、トラックリンクなどの肉盛溶

接。溶着金属はマルテンサイト組織を示し、靭性も良

好です。重荷重金属間摩耗、軽衝撃摩耗に適します。

機械加工は困難です。
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